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おかげさまで，日本建設機械施工
協会は，昭和24年に設立されて以来，
満 70歳を迎えることが出来ました。
今月号は，協会 70 周年記念特集

号として，会長より巻頭言を，行政
より特別寄稿をいただき，次いで，
本年 6月の総会後に執り行われた 70
周年記念式典の模様および記念講演
会の内容を紹介するとともに，産・
学の第一人者のインタビュー記事を
掲載しました。さらに，協会活動に
ご尽力いただいた方から寄稿いただ
くとともに，各部会活動の歩み，主
な建設機械施工技術の変遷，施工総
研の研究への取り組みについて原稿
をいただきました。執筆のご協力を
賜りました各位に感謝申し上げます。
当協会が設立された時代には，戦
後の荒廃した国土の復興に向けて，
「建設の機械化」という掛け声の下
に，産・学・官一体となって人の手
を機械力に置き換えることにより，
建設施工分野での飛躍的な生産性向
上が図られました。その後，公共事
業を巡る建設生産においては，設計
～積算～施工～監督検査～維持管理
の流れにおいて，発注者，設計者，
施工者の間で役割分担が確立し，関
係する情報は，二次元の紙の上で関
係者間を複雑に流通するという確固
たる体制や仕組みが確立しました。
長期にわたってそのことに大きな不
都合を感じることもなく，これを前

提とした監督検査を含む各種調達シ
ステムの最適化が図られ，その体制
に安住するという状況が生じてし
まったと考えられます。他方で，建
設機械メーカを含む製造業の生産現
場では，ロボットなど新技術を積極
的に導入し生産システムの改革が進
展し，労働生産性が着実に上昇する
とともに，現場の作業員の安全も確
保されてきた中で，建設の現場は大
きな遅れをとることとなりました。
今，ここに「建設の機械化」に代
わって「建設の ICT 化」の掛け声
の下に，ICT，AI などの先端技術
を活用し，産・学・官が力を結集し
て，建設の生産性向上に取り組む必
要性が生じています。従来からの二
次元の情報から，三次元，時間軸を
加えれば四次元のデジタルデータを
駆使し，施工段階だけの部分最適化
に陥ることなくトータルの視点から
建設生産システムを見つめ直し，生
産性向上に繋げなければなりませ
ん。同時に，建設施工の安全性の確
保も急務となっています。これは，
若い人が集まる魅力ある職場づくり
のためにも必須の取り組みです。
当協会の会員は，建設機械施工に
関係する多分野にまたがる産業界の
企業等により構成されています。こ
の特徴を最大限に生かし，さらには
従来，異分野とされていた産業界に
も加わって頂き，建設機械施工技術
のさらなる発展に寄与していくこと
が，今後の当協会の使命であると考
えているところです。�（渡辺和弘）

12 月号「港湾・海洋特集」予告
・再エネ海域利用法に基づく促進区域指定及び占用公募制度の運用　・港湾の堤外地等における
高潮対策　・鋼板セル工法による次期処分場護岸建設工事の施工実績　・東京港臨港道路南北線
沈埋トンネル　・中防内 5 号線橋りょう他整備工事アーチ橋の台船ロールオンと一括架設　�
・ニューマチックケーソン工法による海上橋梁下部工事の施工　・水中建設機械を対象とした作
業情報呈示システムの検討　・浜松市沿岸域　防潮堤整備の紹介　・800 t 吊 SEP 型多目的起重
機船　・高品質の生コンを供給する環境対応型コンクリートミキサー船　・ケーソン自動制御据
付システムの開発による海上工事の ICT取組　・海洋開発事業への取り組み
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